


福武財団について

　公益財団法人 福武財団は、2004年に、地中美術館開館を機に設立された「直島福武美術館財団」を前身とし

ています。2012年10月、基本理念を同じくしながら、それまで独自に活動を続けてきた「福武学術文化振興財団」と

「文化・芸術による福武地域振興財団」を吸収合併し、新たに「公益財団法人 福武財団」を設立しました。

　福武財団は、より戦略的にいきいきとした地域社会づくりに貢献することを目指し、ここでの実践を日本全国、さ

らには世界に発信し続け、変革への志を持つ人 と々共有し、個性と魅力に溢れた地域作りに貢献していきます。

助成事業の改定について

　福武財団では、それまで「福武学術文化振興財団」が行ってきた「瀬戸内海文化研究・活動支援助成」と、「文

化・芸術による福武地域振興財団」が行ってきた「文化と芸術による地域振興の助成」を引き継ぎ、継続して実施

してきました。しかし、それぞれの助成プログラムが10年以上経過し、アートの趨勢や地域の実情に合わせていく必

要が出てきました。また、福武財団そのものが瀬戸内国際芸術祭の開催協力を行うなかで、より地域との関わりを

深めてきたことから、2017年に助成事業の改定を実施しました。

新しい助成プログラム、「地域振興助成」について

　助成事業改定にあたり、統合以前の２財団から引き継いだ事業を地域振興という、共通の目的の下に統合・再編

し、「地域振興助成」としました。「地域振興助成」は「アートによる地域振興助成」と「瀬戸内海地域振興助成」

の２つの助成プログラムで構成されています。助成対象となる活動は、地域住民と地域に関わる人々の創造的で文

化的な表現活動を通じた、まちづくり、地域産業おこし、関係人口の増加や移住・定住の支援です。その結果とし

て、活力溢れる個性豊かな地域社会の実現と発展に寄与することを目指します。

瀬戸内海地域振興助成
瀬戸内海地域の文化力向上に資する、伝統芸能・工芸の振興、地
元産品を活かした地域産業おこし、古民家の改修・保存・活用な
どの活動を通して、瀬戸内海と関わりを持ち、移住・定住に結びつ
いていく事業を対象としています。

アートによる地域振興助成（事業助成）
現代アートのもつメッセージ性を軸としながら、地域住民や行政と
協働し、その土地の独自性を生かした地域文化の振興に資する事
業を対象としています。事業助成は、日本国内におけるアートプロ
ジェクトの立ち上げと継続的発展を目的として助成をしています。

1. 美術館事業
美術館活動による地域の活性化

2. 助成事業
アートによる地域振興助成および
瀬戸内海地域振興助成

3. 自主・共催事業
文化・芸術を振興する国内外の交流事業
（芸術祭の共催、シンポジウムの開催等自主事業）

自主・共催助成 豊島唐櫃棚田プロジェクト（香川県豊島）地中美術館（香川県直島） 写真：藤塚光政 2016・2017年度 文化と芸術による地域振興の助成
成果発表会（2018年実施／新潟県十日町市）
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ごあいさつ

　地方の衰退が言われながらも、残念ながら、日本では東京一極集中の勢いは止まる気配があ

りません。そのような中、当財団では“在るものを活かし、無いものを創る”を信条に、よく生きる

地域をつくること、お年寄りの笑顔が溢れる地域をつくることこそが、これからの時代には最も

重要と考えています。何故なら、幸せになるには幸せなコミュニティに住まねばならない。そして、

その幸せなコミュニティとは、人生の達人であるお年寄りの笑顔が溢れている場所であるという

信念があるからです。

　今年、瀬戸内国際芸術祭は第4回目を迎えますが、瀬戸内の島々にも変化が起きてきていま

す。昨今地方の人口減少が大きな話題となっていますが、芸術祭に参加しているいくつかの島で

は人口増が見られるところも出てきました。地域住民と移住者や発想豊かなアーティスト、彼ら

をつなぐサポーターのコラボレーションは、それまでに想像もできなかった化学変化を起こし、素

晴らしい地域づくりにつながっています。私は日本の再生には、個性や魅力のある地域の集合体

となることが欠かせないと思っています。瀬戸内国際芸術祭が他の地域の活性化に少しでも参

考になればと願っています。これからも地域の方 に々自信と誇りを持っていただけるよう、当財団

としても努力していく所存です。

　

　各地域で活躍している皆さまに当財団の助成事業に関心を持っていただき、あるいは実際に

助成を受けていただくことによって、各地の力が結集し、新たな創造や知恵が生み出されること

を期待しています。
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